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１．研究計画の概要 
 茨城県東茨城郡大洗町に定住するインド
ネシア人就労者コミュニティを対象として、
日本語習得を促進する要因と阻害する要因
を以下のような側面から多角的に研究する
計画である。 
（１）文化適応の側面 
（２）心理的要因と社会的要因からの考察 
（３）個人の言語学習適性からの考察 
（４）個人の外国語学習歴との関連性 
 
２．研究の進捗状況 
 現在400名の成員がいると見込まれる茨城
県大洗町のインドネシア人コミュニティを
繰り返し訪問し、ラポールの形成に努めた。
その結果、過半数の成員と知り合いになり、
自宅訪問をしたり、メールや電話で連絡を取
る相手も 100 人を越え、調査とは逆にインド
ネシア人から頻繁に日本語の翻訳や役場の
制度についての質問を受けるようになるな
ど、一定の信頼関係の構築に成功した。 
 これまでに成人 100 名の OPI を実施し、
言語習熟度を定量的に計測し、平均 8 年程度
の滞在期間であるにもかかわらず、日本語能
力の平均は初級の中程度に留まっている事
実を明らかにした。OPI の結果に基づいて、
習得度の著しく高いものと著しく低いもの
にフォローアップインタビューを実施して、
言語習得に関与する諸要因について質的な
情報を得た。 
 また、一連の調査研究でラポールを形成し
た調査対象者の子女についても研究を広め
た。インドネシア人児童生徒についても母語
保持と日本語習得の実態について調査を進
めた。子女の場合、母語を継承し加算的バイ

リンガルになっている事例と、母語を継承し
ない減算的バイリンガルになっている事例
がはっきりと分かれていることが明らかに
なった。この問題は、成人の日本語習得より
も深刻な問題であることから、本研究では中
途より児童生徒の日本語及びインドネシア
語能力の調査にも着手している。 
 さらに、インドネシア人就労者たちの故郷
であるインドネシア・マナド市および周辺地
域でも調査を行い、帰国したあとの子女のイ
ンドネシア語習得および日本語保持につい
て聞取り調査を計画し、これまでに３件の事
例についてインタビュー調査を実施してき
た。 
 
３．現在までの達成度 
区分：②おおむね順調に進展している。 
 インドネシア人コミュニティーについて
は全体のおよそ 3割程度についてデータを得
ている。また、児童生徒については半数程度
についてデータを得ている。インタビュー結
果の分析は約 4 割程度が終了している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 コミュニティー全体の調査を通じて児童
生徒の母語保持と日本語習得の問題が非常
に重要であることが明らかになった。今後は
成人を対象とした研究調査に並行して児童
生徒の研究調査も進め、外国人のための言語
教育サポートと言語政策に寄与することを
目指す。 
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